
 

       えん罪・狭山事件56年 寺尾差別判決45ヵ年糾弾！ 

事実調べ実施・再審開始の声を集めよう！ 
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１
９
６
３
年
５
月
に
埼
玉
県
狭
山
市
で
発
生
し
た
狭
山
事
件
（
女
子

高
校
生
誘
拐
殺
害
事
件
）は
、第
三
次
再
審
を
申
し
立
て
て
か
ら
１
３

年
が
経
過
し
、
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

確
定
有
罪
判
決
の
主
軸
が
完
全
に
崩
壊
す
る
中
、
多
く
の
国
民
が

東
京
高
裁
刑
事
第
４
部
・
後
藤
眞
理
子
裁
判
長
に
対
し
て
、
証
人
・
鑑

定
人
尋
問
な
ど
の
事
実
調
べ
実
施
、
再
審
開
始
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

地
域
住
民
の
被
差
別
部
落
へ
の
差
別
意
識
、
警
察
の
予
断
と
偏
見

に
も
と
づ
く
部
落
へ
の
集
中
見
込
み
捜
査
に
よ
り
、被
差
別
部
落
民
・

石
川
一
雄
さ
ん
が
別
件
不
当
逮
捕
さ
れ
、
犯
人
に
で
っ
ち
上
げ
ら
れ

て
し
ま
っ
て
か
ら
５
６
年
が
経
過
し
、
逮
捕
当
時
２
４
歳
だ
っ
た
石

川
さ
ん
は
８
０
歳
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、石
川
さ
ん
は

一
貫
し
て
無
実
を
叫
び「
事
実
調
べ
さ
え
行
わ
れ
れ
ば
、私
の
無
実
は

必
ず
証
明
さ
れ
る
」
と
訴
え
続
け
て
い
ま
す
。 

 

第
三
次
再
審
段
階
だ
け
で
も
、
石
川
さ
ん
の
無
実
を
証
明
す
る
新

証
拠
が
２
１
１
点
も
東
京
高
裁
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８

年
８
月
に
提
出
さ
れ
た
下
山
第
２
鑑
定
で
は
、
有
罪
判
決
の
重
要
証

拠
で
あ
る
石
川
さ
ん
宅
か
ら
発
見
さ
れ
た
被
害
者
の
も
の
と
さ
れ
る

万
年
筆
か
ら
は
、
被
害
者
が
事
件
直
前
ま
で
使
っ
て
い
た
イ
ン
ク
に

含
ま
れ
て
い
る
ク
ロ
ム
元
素
が
ま
っ
た
く
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
＝
発

見
万
年
筆
は
被
害
者
の
も
の
で
は
な
い
＝
偽
物
で
あ
り
、
証
拠
の
ね

つ
造
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、昨
年
１
月
に
は
石
川
さ
ん
が
書
い
た
と
さ
れ
る
脅
迫
状（
犯

人
が
残
し
た
唯
一
の
物
証
）
は
、
９
９
・
９
９
９
・
・
・
％
の
確
率
で

石
川
さ
ん
が
書
い
た
も
の
で
は
な
い
、
別
人
が
書
い
た
も
の
と
結
論

づ
け
た
筆
跡
鑑
定
（
福
江
報
告
書
）
も
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

確
定
有
罪
判
決
の
主
軸
が
完
全
に
崩
れ
落
ち
、
続
々
と
新
証
拠
が

提
出
さ
れ
て
い
る
い
ま
、
東
京
高
裁
・
後
藤
眞
理
子
裁
判
長
は
、
再
審

の
理
念
、
刑
事
裁
判
の
鉄
則
に
則
り
、
す
み
や
か
に
証
人
・
鑑
定
人
尋

問
を
行
い
、
再
審
を
開
始
す
る
べ
き
で
す
。 

 

東
京
各
地
・
職
場
か
ら
、石
川
さ
ん
は
無
実
だ
！
事
実
調
べ
即
刻
実

施
・
再
審
開
始
の
声
を10.31

狭
山
市
民
集
会
に
集
め
、
一
日
も
早

く
石
川
一
雄
さ
ん
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
事実調べさえ行えば、必ず無実は証明

されると訴える石川さん（東京高裁前にて） 

狭山東京実行委員会 
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